






















































































































































































































































































































































































































も が 自 分 で 探 す た め の 情 報 が た く さ ん あ り
ました。（N より） 
オ リ ジ ナ ル キ ャ ラ ク タ ー の ス タ ー く ん が と
ってもかわいらしくて目に入りました。星座
に 関 す る イ ラ ス ト も す べ て 丁 寧 な う え 上 手
で、見ていてわくわくしました。本の紹介が
た く さ ん 載 っ て い る の で お 気 に い り の 一 冊
が見つかりそうだと思いました。（K より）
星 座 に つ い て の イ ラ ス ト が た く さ ん あ っ て
とても見やすいと思いました。いろんな本や
図 鑑 に つ い て の 説 明 が 書 い て あ っ て わ か り
やすいです。カラフルでかわいいので、子ど
も た ち に も た く さ ん 見 て も ら え る と 思 い ま
した。（T より） 
イ ラ ス ト が 豊 富 で 見 て い て と て も 楽 し く 感
じました。資料の情報も多いことから、星に
関 し て ど ん ど ん 興 味 を も っ て 学 習 が 進 め ら
れそうだと思いました。丁寧さが伝わるとて
も良いものだと思います。（M より） 
資料５　 星座をテーマにした「パスファイン
ダー」に対する評価
　「パスファインダー」について
相互評価を行った。【資料５】は，
受講生から一番評価が高かった星
座をテーマにした「パスファイン
ダー」【資料１・２・３・４】の
評価の一部である。
　「いろんな本や図鑑についての
説明書いてあってわかりやすい」
「星に関してどんどん興味をもっ
て学習が進められそうだ」「お気
に入りの一冊が見つかりそうだ」
「子どもが自分で探すための情報
がたくさんありました」のように，
「パスファインダー」には，どの
ような情報を収集し，整理してま
とめていくのがよいかを理解して
いることがわかる。情報検索の効
率を上げるための資料になってい
るととらえている。
　「星座についてのイラストがた
くさんあってとても見やすい」「オ
リジナルキャラクターのスターく
んがとってもかわいらしくて目に
入りました」「各ページにかわい
い絵があり」のように，読みやすくわかりやすさも大切であることに気づいている。
　このように，作成者の意図を考えながら評価することを通して，調べる力をつけ
るためには，自分の情報の選び方，表現の仕方を再認識していくことが不可欠であ
ることを学ぶのである。
５．「パスファインダー」の作成により「身につく力」
　最後に出来上がった「パスファインダー」を相互評価した後，作成過程において
どのような力が身につくかをメタ認知させた。【資料６】プロセスを省察すること
を通して，調べる力を伸ばす実践的指導力について考える活動といえよう。学習者
自身に学習過程を認識させる力をつけることにつながるのである。
36
資料６「パスファインダー」を作成するときにつく力
表１　「パスファインダー」の作成を通して身につく力　（　）の数字は人数
調べる力を伸ばす
学習過程
受講生が考えた「パスファインダー」の作成を通して「身につく力」
《検索課題の設定》
　⇒興味関心が高まる
テーマにする。
・身近なところから疑問や不思議を見つけ出す力
・子どもたちがどのようなことに興味があるのかを考える力
・テーマから何を調べ，得るのか考える力
・テーマから何を連想できるかを考える力
《キーワードの設定》
　⇒テーマについての
検索語を考える。
・キーワードを見つける力（3）
・テーマに関連するキーワードを選別する力（2）
・関連することを想像する力（2）
・一つの物事について様々な視点から考える力
・調べる項目を整理する力
《学習計画を立てる》
　⇒学習の見通しをも
つ。
・調べる方法を見つけ出す力（2）
・情報の集め方を考える力
・ゴールから調べる手順を考える力
・どのような順序で深めていくのかを考える力
・子どもたちが学びをどう広げていくのか，どういう視点で調べていく
かを考える力
《情報を検索する》
　⇒様々な情報メディ
アを活用する。
・資料を調べるための検索力（6）
・テーマに関連する図書を検索する力（2）
・様々な情報メディアについて知る力
・幅広く調べたりポイントをしぼって詳しく調べたりする力
・その物事について満遍なく学べるようなものを探す力
《情報を収集する》
　⇒関連性を重視して
選書する。
・テーマに沿った情報収集能力（6）
・児童の発達段階に合わせて選書する力
・学びが深まるような本を選書する力
《情報を整理・分析す
る》
　⇒情報を比較して評
価し関連づける。
・情報をまとめる力（3）
・必要な情報を選び，理解する力（2）
・物事の関連性をしっかりと理解する力（2）
・情報を整理して取捨選択する力
《情報をまとめて表現
する》
　⇒相手意識を明確に
する。
・より見やすいレイアウト，色，文字の大きさを考える力（17）
・本の内容を要約する力（15）
・読み手のことを考えて作成する力（4）
・わかりやすく情報をまとめ，表現する力（2）
　受講生が考えた
「パスファイン
ダー」を作成する
ときに身につく力
（受講生の記述を
論者がまとめた）
は，【表１】のと
おりである。
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６．調べる力を伸ばす実践的指導力育成の成果と課題
　「パスファインダー」は，学習者が学校図書館の多様な情報資源を用い，特定の
主題について探索するためのナビゲーションツールである。今後求められる「学習
支援の手立て」として，需要は高まっていくであろう。
（1）成果
　これらの考察の結果，受講生は「パスファインダー」の作成を通して，自らが情
報検索能力を高める必要性に気づき，次の３つの調べる力を伸ばす指導力を身につ
けたことが明らかになった。
①学習者が収集した情報を吟味し取捨選択する際に指導助言する力
②情報の妥当性や信憑性について，学習者とともに評価したり考えたりする力
③学習者自身に学習過程を認識させる力
（2）課題
　今後の課題として，さらに次の２つの指導力を備えておく必要がある。
①目的や必要性を感じられる課題を学習者に設定させる力
　表現したものを伝え合い，それをもとに新たな課題を設定していく。
②得た情報やそれに基づいて考えたことをまとめて表現させる力
　相手意識をもち自分の考えが明確に伝わるように工夫する。
　探究的な学習活動を体験することを通して，調べる力を伸ばす実践的指導力を高
めていきたい。
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